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は じ め に
本 プ ロ ジ ェ ク ト 「 琵 琶 湖 一 淀 川 水 系 に お け る 流 域 管 理 モ デ 、 ノ レ の 構 築 （ 以 下 、 琵 琶 湖 一 淀
川 プ ロ ジ ェ ク ト ） 」 は 、 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 （ 地 球 研 ） の プ ロ ジ ェ ク ト の ひ と つ と し て 、
2 0 0 2 年 （ 平 成 1 4 年 ） か ら 開 始 さ れ た 。 流 域 が 含 む さ ま ざ ま な 空 間 ス ケ ー ル 、 特 に そ の 階
層 構 造 が 自 然 と 社 会 に 及 ぼ す 影 響 に 着 目 し 、 理 工 学 と 社 会 科 学 の 研 究 者 の 連 携 に よ る 調 査
活 動 と 実 践 を も と に 、 流 域 管 理 に 必 要 な 環 境 診 断 と 合 意 形 成 の 方 法 論 を 、 開 発 ・ 検 証 し て
い く こ と を 目 標 と し て い る 。 具 体 的 な 事 例 と し て は 、 日 本 で 人 間 活 動 に よ り 、 も っ と も 大
き な 影 響 を 受 け て い る 流 域 の ひ と つ 、 「 琵 琶 湖 一 淀 川 水 系 」 の 水 環 境 問 題 を 取 り 上 げ て い る 。
琵 琶 湖 一 淀 川 水 系 は 、 大 き く 、 上 流 の 琵 琶 湖 流 域 と 、 下 流 の 淀 川 下 流 域 と に わ け ら れ る
が 、 私 た ち は 、 ま ず 上 流 の 琵 琶 湖 流 域 を 中 心 に 研 究 活 動 を 展 開 し 、 主 要 な 成 果 を ま と め る
こ と を め ざ し て き た 。 淀 川 下 流 域 に つ い て は 、 琵 琶 湖 流 域 の 研 究 活 動 に 基 づ い て 、 水 環 境
に 関 わ る 重 要 な 問 題 構 造 の 抽 出 ・ 解 明 ま で を 目 標 と し 、 そ の 上 で 、 琵 琶 湖 一 淀 川 水 系 全 体
に つ い て ま と め る 計 画 で あ る （ 下 図 ） 。
琵 琶 湖 流 域 に お い て は 、 ス ケ ー ル （ 階 層 ） を ま た ぐ 問 題 の 代 表 事 例 と し て 、 農 業 排 水 と
琵 琶 湖 の 関 係 に 着 目 し て き た 。 具 体 的 に 、 水 質 を 中 心 と し た 水 環 境 管 理 に 関 わ る 3 つ の ス
ケ ー ル を 設 定 し 、 そ の 問 題 構 造 の 全 体 の 解 明 と と も に 、 地 域 社 会 に お け る 環 境 保 全 と 琵 琶
湖 へ の 負 荷 削 減 が 両 立 す る 方 法 を 、 探 求 し て い る 。
本 報 告 書 は 、 淀 川 下 流 域 の 問 題 構 造 の 解 明 に 関 す る 、 プ ロ ジ ェ ク ト の 総 合 報 告 で あ る 。
2 0 0 4 年 度 は 、 既 存 デ ー タ の 整 理 に よ る 流 入 負 荷 の 見 積 も り と と も に 、 赤 潮 の 発 生 頻 度 や 貧
酸 素 水 塊 が 形 成 さ れ る メ カ ニ ズ ム を 整 理 し 、 琵 琶 湖 一 淀 川 一 大 阪 湾 に 至 る 一 体 の 水 系 と し
て の 水 質 状 況 の 把 握 を 目 的 に 、 「 琵 琶 湖 ・ 淀 川 ・ 大 阪 湾 に お け る 水 質 ・ 負 荷 量 に 関 す る 総 合
レ ポ ー ト 」 を 作 成 し た 。
2 0 0 5 年 度 は 、 淀 川 下 流 域 ワ ー キ ン グ グ ノ レ ー フ 。の 下 で 、 2 0 0 4 年 度 の 結 果 と 琵 琶 湖 流 域 の 研
究 成 果 を も と に 、 「 淀 川 下 流 域 の 問 題 構 造 」 の 抽 出 に 向 け て 活 動 し 、 国 土 環 境 株 式 会 社 に 委
託 し た 調 査 結 果 と と も に 、 そ の 成 果 を 本 レ ポ ー ト 「 水 質 ・ 流 入 負 荷 か ら 見 た 淀 川 下 流 域 の
問 題 構 造 J に ま と め た 。 以 下 に 、 構 成 を 簡 単 に 紹 介 す る 。
1 章 で は 、 琵 琶 湖 流 域 と 対 比 し た 淀 川 下 流 域 の 問 題 構 造 に つ い て 、 そ の エ ッ セ ン ス を ま
と め た （ 谷 内 ） 。 2 章 で は 、 直 観 的 な 観 察 を 出 発 点 に 、 淀 川 下 流 域 の 取 水 と 排 水 の 複 雑 な ネ
ッ ト ワ ー ク に 関 す る 考 察 を 、 デ ー タ に よ っ て 裏 づ け た 報 告 で あ る 。 本 報 告 の 具 体 的 な 成 果
で あ る 、 5 章 の 説 明 と な っ て い る （ 田 中 ） 。 3 章 で は 、 一 部 、 「 琵 琶 湖 ・ 淀 川 ・ 大 阪 湾 に お け
る 水 質 ・ 負 荷 量 に 関 す る 総 合 レ ポ ー ト 」 の エ ッ セ ン ス も 使 用 し て 、 琵 琶 湖 ・ 淀 川 水 質 保 全
機 構 、 大 阪 湾 再 生 推 進 会 議 を は じ め と し た 、 淀 川 下 流 域 の 水 環 境 に 関 わ る 代 表 的 な 公 開 資
料 ・ 既 存 研 究 を 下 に 、 淀 川 下 流 域 ～ 大 阪 湾 の 水 質 に 関 わ る 重 要 な 課 題 を 整 理 し て い る （ 国
土環境）。この作業の上にたって、 1章のプロジェクトによる問題構造の抽出がおこなわれ
ている。4章では、淀川河口～大阪湾における、富栄養化、赤潮の発生頻度や貧酸素水塊
が形成されるメカニズムを整理した。琵琶湖一淀川水系での人間活動による流域負荷は、
個々の流域や地域の水環境への影響はもちろんだが、淀川水系全体のマクロな視点から見
れば、最終的にその負荷が流れ込む、淀川河口～大阪湾の生態系への影響が、流域共通の
エンドポイントとしての重要性を持つ（杉本）。5章では、ふたたび陸域に戻り、これまで
別々に扱われていた、淀川下流域における取水 ・排水に関わる情報を、ひとつの水系ネッ
トワークの地図に集約した（国土環境）。最後の6章（まとめ）では、問題構造の把握の上
で、今後、どのように、淀川下流域の水環境を改善していけるのかを、 5章の取水 ・排水の
水系ネットワークのデータベースをもとに、プロジェクトの提案する、「流域の階層性を考
慮に入れた流域管理モデ、ル（考え方）」に沿って、考察した（谷内）。
琵琶湖流域と淀川下流域
琵琶湖一淀川水系
琵琶湖流域 ： 淀川下流嬢
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